
 

 

 

 

スポーツ庁・文化庁の検討会議の提言などを受け、全国で、休日部活動を地域移行していく検討が進

められています。今回、尾張旭市の状況を、お知らせします。 

※国では、令和５年度からの３年間を改革推進期間としています。中学校部活動が無くなるものではありません。 

地域連携・地域移行とは？ 

部活動を、地域のスポーツ・文化団体などが行う活動に移行していくことで、 

子どもたちが将来にわたって、様々な活動を体験する機会や環境を整えることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ庁作成のリーフレットから抜粋   

地域連携・地域移行でどうなるの？ 
メリット：経験者から専門的な指導を受けられる、やってみたい活動の幅が増える 

地域のスポーツ・文化活動の活性化、教職員の長時間勤務の緩和 など 

課  題：地域指導者や活動場所の確保、会費の負担 など 

 

これからの予定 
昨年度実施した、部活動を取り巻く現状や課題の調査結果に基づき、 

関係者の皆さんと一緒に、「尾張旭市の地域連携・地域移行の方向性」の検討を進めていきます。 

その際、子どもたちや保護者の皆さんにアンケートなどで意向をお聞きするほか、検討状況や今後の

予定などを随時発信していきます。 

 

 

中学校の休日部活動の 

地域連携・地域移行の検討をはじめます 

尾張旭市教育委員会 
 令和５年４月 


